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兵庫県⾚穂市坂越の⼤避神社（災いを避ける）で新型コロナウイルスの鎮静祈願祭 
 
⼤避神社（おおさけじんじゃ）の意味するところは「⼤きな災いを避ける」である。Wikipedia
にも「蘇我⼊⿅の迫害を避けて」とある。 

 
その⼤避神社で明⽇「流⾏病鎮静祈願祭」との張り紙を⾒かけた。この神社の名前とマッチ
した祈願祭であり、⼤きなご利益があることを願っている。 
 
⼤避神社（Wikipedia） 

兵庫県⾚穂市坂越（さこし）の宝珠⼭麓にある神社。旧社格は県社。瀬⼾内海三⼤船祭り
の 1 つ「坂越の船祭り」（重要無形⺠俗⽂化財）で知られる。 
 秦⽒は、6 世紀頃に朝鮮半島を経由して⽇本列島の倭国へ渡来した渡来⼈集団とされる。
秦河勝は秦⽒の族⻑的⼈物として聖徳太⼦の元で活躍した⼈物である。 

秦河勝は太⼦死後の皇極 3 年
（644 年）、蘇我⼊⿅の迫害を避け
て海路をたどって坂越に移り、千
種川流域の開拓を進めたのち、⼤
化 3 年（647 年）に 80 余歳で死去、
そして地元の⺠がその霊を祀った
のが当社の創建という。神社正⾯
の海上に浮かぶ⽣島（国の天然記
念物）には秦河勝の墓があり神域
となっているため、現在でも⼈の
⽴ち⼊りを禁じている。 


































